
第
七
章

勝
山
町
の
伊
勢
信
仰

近
世
以
降
、
小
倉
藩
の
規
制
に
も
か
か
わ
ら

註
�ず

、
筑
前
地
域
を
は
じ
め

と
す
る
九
州
各
地
と
同
様
に
、
豊
前
地
方
の
諸
村
か
ら
伊
勢
参
宮
に
出
向

く
人
々
が
増
加
す
る
。
勝
山
町
域
に
限
る
と
、
近
世
初
頭
―
慶
長
十
五
年

（
一
六
一
〇
）
に
は
、
黒
田
村
の
定
興
坊
、
同
坊
内
の

（
マ
ヽ
）

文
さ
坊
、
慶
存
坊

の
三
名
、
（
熊
）

岩
隈
村
の
吉
武
又
左
衛
門
、
伊
佐
孫
兵
衛
、
同
兵
次
郎
の
三

名
、
久
保
村
の
井
之
口
源
兵
衛
、
同
万
五
郎
（
箕
）

、
見
田
村
の
丸
毛
源
兵
衛
、

近
藤
治
右
衛
門
、
（

菩

提

）

ほ
た
い
村
の
中
原
源
左
衛
門
、
中
原
茂
吉
と
い
っ
た

お

し

お

は
ら
い

人
々
が
、
伊
勢
御
師
註
�の

橋
村
大
夫
の
も
と
か
ら
、
御
祓
と
帯
や
小
刀
と

い
っ
た
土
産
物
を
受
け
て
い
る
（
神
宮
文
庫
所
蔵
、
慶
長
十

五
年
九
月
、
御
祓
賦
日
記

）。
そ
の
後
、
近
世
を

通
し
て
の
関
連
史
料
は
欠
い
て
い
る
が
、
明
治
四
年
か
ら
十
三
年

（
一
八
七
一

〜

一
八
八
〇

）
に
至
る
、
同
じ
く
橋
村
大
夫
家
の
宿
泊
者
を
記
載
し
た
「
止

宿
帳
」（
神
宮
文
庫
所
蔵
、
豊
前

筑
前
御
参
宮
人
止
宿
帳

）
に
は
、
豊
前
全
域
の
各
村
と
筑
前
遠
賀
郡
域
か

ら
、
多
く
の
参
宮
人
が
宿
泊
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
橋
村
大
夫
が
明
治
初

年
に
至
っ
て
も
、
な
お
豊
前
地
域
に
多
く
の
檀
家
を
も
ち
、
ま
た
彼
ら
も

参
宮
し
て
御
師
邸
を
宿
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）
に
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
御
師
制
度
の
廃
止
が
あ
り
、
御

師
と
檀
家
の
「
師
檀
関
係
」
が
公
的
に
は
断
絶
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ

が
、
地
方
の
檀
家
の
人
々
は
、
な
お
従
来
の
師
檀
の
関
係
を
そ
の
ま
ま

に
、
参
宮
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
黒
田
手
永
の
関
係
者
の

み
を
表
示
し
た
が
（
表
５
―
４２
）、
橋
村
大
夫
一
軒
の
み
で
あ
っ
て
、
そ

え
の
き
ぐ
ら

た
か
ぶ
く

み

さ

の
他
に
、
豊
前
地
域
で
も
、
榎
倉
大
夫
、
高
向
（
頭
）

二
郎
大
夫
、
福
嶋
御
塩

き焼
大
夫
ら
も
配
札
し
、
檀
家
を
所
有
し
て
い
た
が
、
関
係
史
料
を
伝
え
て

い
な
い
た
め
に
不
明
な
点
が
多
い
。

勝
山
町
域
―
黒
田
手
永
の
諸
村
か
ら
の
参
宮
は
、
僅
か
一
二
〇
〜
一
三

〇
年
前
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
表
示
し
た
人
々
の
末
裔
、
関
係
者
の
子
孫

も
現
存
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
「
参
宮
の
咄
」
も
今
な
お
語
り
継
が
れ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。
伊
勢
参
宮
の
習
俗
は
、
近
世
に
は
有
名
な
「
伊
勢
音

頭
」
に
も
歌
わ
れ
る
よ
う
に
―
伊
勢
へ
行
き
た
い
、
伊
勢
路
が
見
た
い
、

せ
め
て
一
生
に
一
度
で
も
―
と
ま
で
、
各
地
の
人
々
の
憧
れ
と
な
り
、
多

く
の
人
々
の
夢
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
事
実
、
全
国
各
地
か
ら
伊
勢

か
げ

へ
出
向
き
、
時
に
は
、
御
蔭
参
り
の
よ
う
に
爆
発
的
に
行
わ
れ
、
強
い
封

建
的
規
制
を
受
け
つ
つ
も
、「
抜
け
参
り
」
の
形
を
と
っ
て
さ
え
行
わ
れ

て
き
た
。

み
ず
が
き

現
在
、
神
宮
の
神
宮
司
庁
（
弘
報
課
）
よ
り
発
行
さ
れ
て
い
る
『
瑞
垣
』

と
い
う
弘
報
誌
が
あ
り
二
〇
〇
号
を
数
え
る
が
、
そ
の
第
一
号
・
昭
和
六

年
八
月
発
行
に
、
京
都
郡
久
保
尋
常
高
等
小
学
校
、
高
等
科
二
年
の
石
本

定
吉
の
「
村
總
代
の
伊
勢
参
宮
」
な
る
文
章
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
そ
の
以
前
・
大
正
十
四
年
九
月
、
神
宮
神
部
署
の
福
岡
支
署
が
、
福
岡

県
下
の
小
学
生
か
ら
募
集
し
た
、
お
よ
そ
八
〇
〇
通
の
感
想
文
か
ら
選
ば

れ
て
掲
載
さ
れ
た
作
文
で
あ
る
。
書
か
れ
て
か
ら
六
年
を
経
て
、
既
に
高

等
小
学
校
も
卒
業
し
て
い
る
が
、
こ
の
神
宮
に
関
す
る
文
章
に
、
当
時
の
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表５―４２ 橋村大夫（主計家）豊前・筑前御参宮人止宿帳（三重県伊勢市神宮文庫所蔵文書）
による宿泊者（宇佐・下手・築城・上毛、筑前は省略）

そ の 他

上上津役村・安井・
吉武・谷石・山本ら
立帰り、
築城郡の人

仲波原村・大橋竹山
以下２人
上弓削田村・佐竹３人

宇佐郡東恵良村恵良
４人、伊藤１人
西恵良村山田以下４
人（以下多数略）
築城郡岩丸村中田９人

赤幡村末次２人

田 川 郡

弁城村・早川半治他
伊方村・桑野庄三郎・
香春・木村儀平以下
４人
伊田彦山大内田村計
５人

猪膝、下中元寿村４人
上津野村（八郎大夫の
旦那夜前止宿立帰り）

川原弓削田村
原田・角銅以下９人
伊賀利村・熊谷勝平
以下４人
中元寺村・久富・稲
村・上真崎村・常藤

上弓削田村・岸田２人

下香春村・平井・高
辻以下１２人
下香春・新谷以下７人
夏吉夜各いわ、こま、
以下女人４人
猪膝村・中村宇治

企 救 郡

小森手永弥山村・伊
村又吉

京都・仲津郡

新津手永尾倉村・鈴
元利助他３人
長木村・吉武・飯田・
永野３人
みのしま・与原・草
野村
磯辺治郎・沖永助次
郎他１３人

新津村２人、行司村
１人、馬場村２人

稲童村・城戸以下１０
人
前田村、国分村、流
末村より１０人

宮地村・三宅勇二郎

京都郡
（黒田手永）

黒田手永入覚村・勘六
黒田手永中黒田村・武助

定助
下黒田村・助次郎
※清吉内おくに

彦助内おたき
中黒田村・源助

下検地・藤内（同行者）
黒田手永上黒田村

広瀬陸蔵
中黒田村
有光新之助

谷村・緒方ら３人、�
川村・渡辺・木村２人

明治４
（１８７１）
２．２４

２．２５

仝

２．２６

３．１
３．７

仝

３．１６

３．１９
７．５

７．６
７．２１
７．２２

明治５
（１８７２）
８月１９日着
明治１０
（１８７７）
１．１５
１．２６

４．９

４．１９

９．２３

明治１１
（１８７８）
２．２３

２．２７
３．８

３．２２
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そ の 他

築城西八田村・沢
井・平田ら８人

下毛郡中摩村７人

築城郡高野村８人立寄り

築城植田村角健平以下１０人

築城郡庄屋村・本庄村、
上り松村以下３人

築城伝法寺村・柳以下５人

筑前楠橋村・蔵田藤
四郎以下２９人

下毛郡東尾形村・屋
成以下３人
上毛郡宇島・池田六蔵

筑前水城村・元田以下９人

上毛成恒村・平井以下６人
宇治下麻生麻生鷹造
以下２人立寄り
中津町今村宇市以下８人

下毛郡東谷村小村吉
右ヱ門以下３５人

田 川 郡

安宅村８人

鏡山村・長尾源六以下２人

上採銅所村２４人
宮床村９人
下弓削田村８人

池尻村・柳本以下３人
畑村・香月以下１０人

採銅所村・清水以下４人

鼡ケ池原万治以下５人

下落会（同行）

#糸田村・長尾以下２８人
#上糸村・鶴我以下９人

（女性）

柿下村・林以下４人
糒紅田もん（７５歳）
新城村・東・広井以下６人

伊田村・安藤朔三
下糸村・平野以下１０人

企 救 郡

朽網村・平井・馬場・
磯部ら４人立寄り
曽根村・中村数善（義）
以下１０人
（森本・伊藤・村田・藤井・
渡辺・井川・古谷・山本）

朽網村・水上伴蔵・平
山・村田・井上・長延・大
塚・藤野・平田・藤井・平
原・奥村・宮崎・冨永・上
田・片山ら２０人

矢山村・進利三郎、やな、同行（これらの人々すべて同行 蒙島
村・丸谷七三郎、べん、北原村井田喜一郎 企救都矢山村光中茂
作・山田常右衛門、中山助右衛門・山田吉右衛門）

下曽根村長谷崎辰蔵
以下１８人

京都・仲津郡

大橋村村上為六

稲童村木戸以下１０人
立寄り

大橋村・和田与七以下６人

大槍村 �



同行５人

田川郡下落合

与原村・坂本庄次郎

集村・中村粂蔵・片山
源次郎・元山甚平・松
下常五郎・堀仁ヱ門、
古川
与原村・手塚・小村・
石田ら１０人

国分村・熊谷安平以下２１人

京都郡
（黒田手永）

入覚村宮下小二郎、和
田・森・木戸・古野・那
賀・川上・村市ら９人

３．２２

３．２３

３．２４
２５

２６

仝

２７

２８

２９

３０

３１

４．８

４．９
４．１０

４．１１

４．１３
４．１５
４．１６

４．１７
４．１８

（帖簿戻る）
４．１

４．２
４．４
４．５

４．７
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そ の 他

※下黒田村清吉内おくに、について、清吉は木村氏
清吉は居住地の下黒田村はじめ、須磨園や箕田村等の庄屋を歴任した人物で、現在木村家文書はほとんど幕末期は清
吉時代のものが多い。彼は箕田村庄屋時代巳年（天保か安政ごろ）に旅行に出て、帰りに小倉京町一丁目の今井屋に止
宿した折に脇差一本、着物、煙草入等を盗難にあっている。同行は当時長川村の庄屋曲治右衛門で、彼も単物と懐中
を盗まれている。煙草入れは大坂で求めたものらしいので、彼も上方に出かけている事が考えられる。或いは伊勢参
宮に出向いたとも考えられる。庄屋をしている人物が簡単に伊勢参宮出来るか否かは判明しないが、充分考えられよ
うか。 （年不詳巳七月今井屋喜兵衛届書－木村家文書）

田 川 郡

上赤村・白石弥平

企 救 郡

曽根新田村・古谷新
蔵母・妻同行４人

上片野村・秋元政平・
小林平三郎・竹田治
平（白石甚平の同行
人）

京都・仲津郡

黒添・稲光・崎山・谷村等

徳永村・東松吉九郎・
筒井安二郎・尾畑市
二郎・安沢重作
延村・宮谷新兵衛

同行者
行事村・細川治作

大谷村・今村定市・亀
田多吉・亀田利兵衛
津積村・中村庄八・吉
金庄平・江藤勘六
大谷村・片桐藤三郎・
平田勝三郎・平田又
三郎・平田又吉・白石
安治・市木勝平・平田
吉平・今村長平・白石
新三郎・田中利市
下検地村・福田為七・
妻さき・長男弥三郎・
娘きみ

京都郡
（黒田手永）

鋤崎村・吉武千二郎・
妻・娘同行以下４人

稗田村・白石甚平

入覚村・森源蔵・畑中
弥市・安中安三郎・橋
本仁三郎・橋本甚作・
橋本壮蔵・森下勇平

高来村・畑野庄次郎・
新屋長平・古谷勘次郎
・板戸甚七・宮本為吉・
小畑市蔵・菅本勝平
御手水村・山崎寛市・
中谷藤三郎・入門平
三郎・井上利兵衛
中久保村・尾形半七・
尾形栄治
中久保村・吉松嘉平・
吉松利三郎
図師村・中村平次郎

福丸村・中村富蔵・井
上三郎・井上源内
徳永村・川上清蔵・塚
内新吉・中村新二郎・
末松吉平・橋本平三郎
須磨園村・森本清一
郎・竹中平吉・高江
源二郎・中村藤蔵
黒添村・六丸新蔵
池田村・宮下伝平・妻なみ

６．３０

７．１６

７．１７
１３年
３．１５

３．１９

３．２３

３．２５

４．２

４．２

４．１５

７．１４

７．２７

８．２７

８．２９

８．３０
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小
学
生
（
現
在
の
中
学
生
）
の
神
宮
に
対
す
る
考
え
方
や
信
仰
、
更
に
彼

の
祖
父
の
参
宮
の
状
況
が
極
め
て
的
確
に
語
ら
れ
て
い
て
、
大
正
末
か
ら

昭
和
初
年
の
勝
山
町
の
伊
勢
信
仰
の
あ
り
さ
ま
を
生
き
生
き
と
伝
え
た
史

料
と
思
わ
れ
る
。
石
本
定
吉
の
祖
父
は
、
十
八
歳
か
ら
四
回
も
村
総
代
で

参
宮
し
た
と
い
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
幕
末
か
ら
明
治
の
こ
ろ
と
思
わ
れ
、

久
保
か
ら
沓
尾
港
に
出
て
、
海
路
を
大
坂
に
向
か
い
、
あ
と
は
陸
路
で
伊

勢
に
着
註
�き

、
橋
村
八
郎
大
夫
の
宿
に
泊
ま
っ
た
こ
と
等
が
語
り
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
更
に
村
で
は
参
宮
の
役
回
り
も
定
ま
っ
て
い

た
こ
と
な
ど
、
な
か
な
か
興
味
深
い
記
述
が
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
時
は
既
に
こ
う
し
た
美
風
も
廃
れ
て
、
子
供
心
に
残
念
に
思
う
と
い
う

感
想
も
あ
り
、
大
正
末
年
に
は
よ
う
や
く
参
宮
の
習
俗
が
消
え
か
け
て
い

た
と
い
う
状
況
も
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
以
下
こ
の
文
章
を
紹
介
し
よ

う
。

ミ
ヤ
コ

京
$
郡
久
保
%
常
高
等
小
學
&

高
等
科
第
二
學
年

石

本

定

吉

村
總
代
の
伊
勢
參
宮

日
本
臣
民
と
し
て
'
宮
を
崇
敬
し
な
い
も
の
は
一
人
も
有
る
ま
い
。
'
宮
は
皇
(

天
照
大
'
を
お
祀
り
し
た
最
も
由
)
深
い
御
宮
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
國
家
の
大
事

の
*
つ
た
塲
合
な
ど
に
は
、
皇
室
か
ら
必
ず
御
奉
告
に
な
り
ま
す
。
+
く
は
元
寇
の

,
、
-
く
は
日
露
日
獨
兩
戰
爭
の
際
な
ど
の
如
く
、
國
家
.
/
の
時
、
戰
捷
の
御
0

1
を
な
さ
れ
た
事
は
勿
論
、
2
時
に
於
て
も
、
皇
太
子
殿
下
御
外
3
の
折
や
、
攝
政

宮
殿
下
御
結
婚
の
際
な
ど
に
は
、
一
々
御
參
拜
の
上
御
奉
告
3
ば
さ
れ
た
事
な
ど
を
、

度
々
先
生
か
ら
御
話
を
承
り
ま
し
た
。
'
宮
は
か
や
う
に
、
上
皇
室
を
始
め
、
下
臣

民
の
崇
敬
の
中
心
と
な
る
お
宮
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
私
4
も
一
年
一
度
位
は
お
參
り

致
し
度
い
と
思
つ
て
ゐ
ま
す
が
、
何
5
+
方
で
あ
り
ま
す
の
で
、
參
拜
の
代
り
に
家

に
戴
い
た
大
6
を
、
'
棚
に
そ
な
へ
て
7
8
禮
拜
し
て
居
ま
す
。
私
4
の
村
で
も
、

ズ
ツ
ト
以
9
に
は
村
役
目
で
、
村
總
代
が
お
伊
勢
參
り
を
す
る
良
風
が
あ
り
ま
し
た
。

私
の
お
(
:
さ
ん
等
は
、
そ
の
模
樣
を
よ
く
私
に
話
し
て
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。

お
(
:
さ
ん
が
村
總
代
で
參
宮
せ
ら
れ
た
事
が
四
回
あ
つ
た
さ
う
で
す
。
そ
の
第

一
回
が
お
(
:
さ
ん
の
十
八
歳
の
時
で
、
ま
だ
そ
の
頃
は
頭
髪
を
チ
ョ
ン
マ
ゲ
に
し

て
居
ら
れ
た
時
で
し
た
。
汽
車
な
ど
は
;
く
無
い
の
で
、
沓
尾
の
港
か
ら
<
で
行
か

れ
た
さ
う
で
す
。
若
し
=
中
で
風
向
が
惡
い
時
に
は
、
意
外
に
日
數
が
>
び
て
、
一

ケ
月
-
く
も
か
?
つ
た
と
の
事
で
す
。
そ
し
て
大
阪
か
ら
陸
路
で
伊
勢
に
參
り
ま
す
。

@
中
赤
外
套
の
A
中
は
『
伊
勢
に
七
度
、
熊
野
に
三
度
、
愛
宕
樣
に
は
月
參
り
』
の

伊
勢
音
頭
を
歌
ひ
な
が
ら
、
日
數
を
重
ね
て
漸
く
お
伊
勢
に
着
い
た
さ
う
で
す
。
宿

屋
は
橋
村
八
B
太
夫
と
い
ふ
旅
C
で
、
九
州
方
面
の
人
は
多
く
此
の
宿
屋
に
泊
り
、

旅
C
に
着
い
た
夜
な
ど
は
、
豊
9
言
葉
丸
出
し
で
他
國
の
旅
人
と
話
合
つ
て
、
隨
5

面
白
か
つ
た
さ
う
で
す
。
そ
の
D
8
は
愈
參
拜
す
る
の
で
、
早
く
宿
を
出
て
、
五
十

鈴
川
を
渡
つ
て
手
を
E
め
、
千
古
の
杉
の
間
を
物
珍
し
げ
に
F
り
ぬ
け
、
お
宮
に
つ

い
て
拍
手
し
、
村
の
2
和
幸
G
を
お
0
り
し
た
さ
う
で
す
。
そ
し
て
歸
り
に
は
、
村

人
に
澤
山
の
土
H
物
を
買
つ
て
來
ま
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
麗
し
い
美
風
も
何
時
と
は
な
し
に
止
ん
で
、
今
で
は
一
寸
も
そ
ん
な
話
が
あ

り
ま
せ
ん
。
唯
金
錢
上
の
事
の
み
考
へ
て
居
る
有
樣
で
私
4
は
子
供
な
が
ら
も
殘
念

に
思
つ
て
居
ま
す
。
此
の
二
三
日
9
の
こ
と
で
し
た
、
私
が
'
棚
の
横
に
さ
が
つ
て
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居
た
、
橋
村
八
B
太
夫
の
印
の
押
し
て
あ
る
帳
面
を
見
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
壯
大
、

E
大
、
I
2
…
…
…
…
な
ど
と
村
人
の
參
宮
の
役
の
廻
り
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
見
て
、
私
は
何
だ
か
昔
の
人
の
純
朴
な
、
敬
'
崇
(
の
風
が
慕
は
し
く
伺
は

れ
ま
し
た
。
私
も
J
長
し
た
後
は
、
是
非
こ
の
美
風
を
復
興
さ
せ
た
い
も
の
だ
と
思

つ
て
居
ま
す
。
（
昭
和
六
年
八
月
刊
、
神
宮
神
部
署
時
報
「
瑞
垣
」
第
一
号
２４
〜
２５

頁
所
収
）

豊
前
地
域
に
お
い
て
は
、
神
宮
領
（
御
薗
、
御
厨
）
も
設
置
さ
れ
ず
、

本
来
的
に
親
し
み
の
薄
い
信
仰
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、

地
元
に
は
八
幡
信
仰
の
総
本
宮
・
宇
佐
八
幡
宮
が
鎮
座
し
、
中
世
に
は
多

く
の
荘
園
と
そ
の
鎮
守
と
し
て
の
分
社
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
修
験
道

の
霊
地＝

彦
山
も
間
近
く
、
修
験
の
山
々
も
等
覚
寺
、
蔵
持
山
な
ど
は
、

京
都
郡
で
は
特
に
親
し
み
深
い
存
在
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
更
に
周

辺
に
は
、
太
宰
府
天
満
宮
へ
の
「
天
満
信
仰
」
や
浄
土
宗
（
鎮
西
派
の
聖
光
房

弁
長
は
筑
前
生
れ

）

や
禅
宗
も
古
く
か
ら
北
部
九
州
で
は
中
心
地
を
形
成
し
て
い
た
。
中
世
末

期
、
他
宗
に
遅
れ
て
豊
前
に
入
っ
た
と
は
い
え
、
浄
土
真
宗
は
広
汎
に
信

仰
さ
れ
、
盛
行
し
「
六
条
参
り
」
と
称
し
て
、
本
山
の
京
都
六
条
の
東
・

西
本
願
寺
へ
の
参
詣
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
参
宮
と
六
条
参
り
は
セ
ッ
ト
と

し
て
行
わ
れ
、
藩
の
規
制
を
受
け
る
状
況
に
あ
っ
た
（
福
岡
県
史
資
料
第
四

輯
、
小
倉
藩
法
令

）。

豊
前
の
こ
の
よ
う
な
信
仰
状
況
の
な
か
で
、
伊
勢
神
宮
へ
の
信
仰
、
参

宮
は
ど
の
よ
う
に
広
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

伊
勢
信
仰
は
、
皇
室
の
祖
神
と
さ
れ
る
天
照
大
神
を
信
仰
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
本
来
は
、
天
皇
一
人
に
よ
る
祭
祀
で
あ
り
、
奉
幣
で
あ
っ
た
。

一
般
の
人
々
は
、
奉
幣
・
祈
祷
は
お
ろ
か
、
参
拝
す
ら
も
制
限
さ
れ
る

さ
い

「
私
幣
禁
断
」
の
制
が
あ
っ
た
。
奉
賽
・
祈
祷
も
厳
し
い
神
社
で
あ
っ
た

か
ら
、
全
国
へ
信
仰
も
広
が
ら
ず
、
民
衆
の
参
宮
な
ど
無
縁
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
豊
前
の
人
々
に
は
、
お
そ
ら
く
伊
勢
神
宮
の
存
在
す
ら
も
知
る

機
会
が
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
八
幡
神
・
宇
佐
宮
に
対
し
て
は
、
神

役
勤
仕
や
年
貢
運
送
で
参
拝
し
、
ま
た
信
仰
の
念
を
抱
く
こ
と
も
可
能
で

あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
中
世
の
時
代
に
入
る
こ
ろ
、
律
令

国
家
の
権
力
も
衰
え
を
見
せ
、
伊
勢
神
宮
の
祭
祀
の
う
ち
で
も
、
殊
に
二

し
き
ね
ん
せ
ん
ぐ
う

〇
年
に
一
度
行
わ
れ
る
「
式
年
遷
宮
」
と
い
う
大
事
業
を
、
国
家
の
力
で

維
持
・
続
行
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
て
く
る
。
神
宮
で
も
早
く
か
ら
、

各
地
の
神
領
を
開
発
し
た
り
、
在
地
領
主
た
ち
か
ら
土
地
の
寄
進
を
受

け
、
更
に
神
職
が
、
伊
勢
の
神
の
「
神
徳
」
を
説
い
て
、
参
宮
と
奉
賽
を

す
す勧

め
る
活
動
が
開
始
さ
れ
る
。『
吾
妻
鏡
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
関
東
地

げ

ぐ
う

ご
ん

ね

ぎ

方
に
進
出
し
た
神
宮
（
と
く
に
外
宮
）
の
神
職
（
権
祢
宜
層
）
の
活
動
は
、

鎌
倉
幕
府
成
立
の
頃
か
ら
活
発
化
し
、
東
国
武
士
の
信
仰
を
手
が
か
り
に

広
く
庶
民
層
へ
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
う
し
た
神
職
の
活
動
に
は
、
遷
宮

や
く

ぶ

く

ま
い

時
に
全
国
（
九
州
は
除
く
）
に
課
せ
ら
れ
た
「
役
夫
工
米
」
と
い
う
臨
時

税
の
徴
収
に
関
与
し
た
こ
と
も
関
係
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
活

動
を
し
た
人
々
が
、
後
に

お

し

「
御
師
」

（
お
ん
し
）

と
呼
ば
れ
、
伊
勢
信
仰
を
全
国
に
広

め
る
中
心
的
役
割
を
荷
負
う
こ
と
に
な
っ
た
。

室
町
時
代
以
降
、
伊
勢
國
を
中
心
に
、
御
師
た
ち
は
東
海
地
方
か
ら
、

畿
内
へ
進
出
し
、
更
に
中
国
・
四
国
に
及
び
、
や
が
て
九
州
に
活
動
範
囲
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を
広
げ
た
。
中
世
後
末
期
の
御
師
は
、
神
宮
の
神
職
で
も
多
く
は
下
級
の

じ

に
ん

か
み
や
く
に
ん

神
人
、
神
役
人
層
と
い
う
階
層
に
属
す
る
権
祢
宜
で
、
中
に
は
、
神
宮
周

み

き

つ
く
り

か
さ
ぬ
い

し
お
や
き

辺
で
商
業
活
動
を
し
た
り
、
ご
く
端
々
の
神
役
（
神
酒
造
、
笠
縫
、
塩
焼
、

か
ぎ
あ
ず
か

鎰
預
り
等
）
を
つ
と
め
、
御
遷
宮
時
に
は
費
用
を
提
供
し
た
り
、
行
事
に

参
加
し
て
神
宮
と
の
関
係
を
深
め
、
権
祢
宜
の
身
分
を
獲
得
す
る
も
の
が

し

か
ん

ね

ぎ

多
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
上
層
神
官
（
祠
官
・
祢
宜
）
に
祈
祷
し
て
も
ら
っ

お

は
ら
い
お
お
ぬ
さ

お

ふ
だ

た
御
祓
大
麻
（
い
わ
ゆ
る
御
札
）
を
配
り
、
伊
勢
か
ら
の
土
産
を
持
参
し

て
、
各
地
の
有
力
者
を
檀
那
・
檀
家
と
し
て
「
師
檀
関
係
」
を
結
び
、
更

に
そ
の
支
配
下
の
村
々
・
農
民
を
檀
家
に
組
織
す
る
形
で
伊
勢
信
仰
を
広

は
つ

ほ

め
た
。
ま
た
御
祓
・
土

註
�産

の
見
返
り
の
御
最
花
、
御
初
穂
（
多
く
米
・
銭

貨
）
を
受
取
る
一
種
の
商
行
為
に
進
展
す
る
。
伊
勢
の
信
仰
は
、
直
接
に

参
宮
し
、
神
前
に
額
ず
い
て
こ
そ
神
の
加
護
を
得
ら
れ
る
と
い
う
信
仰
形

態
を
と
っ
た
の
で
、
各
地
の
檀
那
を
組
織
化
し
、
案
内
し
て
伊
勢
（
山
田
・

宇
治
）
で
の
宿
泊
を
提
供
す
る
、
い
わ
ば
、
現
代
の
旅
行
業
者
と
旅
館
を

兼
ね
た
役
割
を
も
つ
に
至
っ
た
。
か
つ
て
の
伊
勢
に
は
広
大
な
御
師
邸
が

軒
を
つ
ら
註
Kね

、
大
名
か
ら
庶
民
ま
で
宿
泊
さ
せ
て
い
た
。
十
返
舎
一
九
の

ひ
ざ
く
り

げ

さ
い
か
く

お
り
と
め

「
東
海
道
中
膝
栗
毛
」
や
西
鶴
の
「
織
留
」
井
上
了
閑
の
「
伊
勢
参
宮

紀
行
」
な
ど
に
は
、
御
師
邸
の
座
敷
の
し
つ
ら
え
や
豪
華
な
料
理
で
も
て

な
し
た
さ
ま
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
各
地
か
ら
伊
勢
へ
訪
れ
た
人
々
の

記
し
た
「
参
宮
道
中
記
」
に
も
様
々
な
接
待
の
様
子
が
記
録
さ
れ
、
道
中

の
楽
し
さ
を
記
述
し
た
の
で
、
更
に
人
々
の
参
宮
熱
を
増
幅
さ
せ
た
。
御

師
の
制
度
は
、
伊
勢
神
宮
に
限
ら
ず
、
各
地
の
社
寺
に
も
存
在
し
た
。
最

も
早
く
出
現
し
た
の
は
、
熊
野
御
師
で
あ
っ
た
。
平
安
時
代
に
貴
族
社
会

く
ま

の

せ
ん
だ
つ

に
広
ま
っ
た
熊
野
信
仰
・
熊
野
詣
で
に
は
「
先
達
」
が
活
動
し
、
熊
野
三

お

し

山
（
本
宮
、
新
宮
、
那
智
）
で
、
祈
祷
や
宿
を
提
供
す
る
の
が
「
御
師
」

で
あ
っ
た
。
伊
勢
の
場
合
は
、
一
般
の
「
御
師
」
が
熊
野
の
「
先
達
」
に

さ
い
し
ゅ

当
た
り
、
神
宮
祭
主
や
祢
宜
が
後
者
に
相
当
す
る
。
し
か
し
、
熊
野
と
比

べ
そ
の
活
動
と
檀
家
の
階
層
は
拡
大
し
た
。
南
北
朝
以
降
は
全
国
的
に
各

地
の
社
寺
に
御
師
が
出
現
し
、
活
動
す
る
の
で
あ
註
Lる

。

伊
勢
御
師
が
西
国
に
進
出
す
る
の
は
、
室
町
時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
、

足
利
将
軍
家
の
信
仰
と
義
満
以
後
の
歴
代
将
軍
の
参
宮
が
あ
ず
か
っ
て
力

が
あ
註
Mり

、
応
永
十
七
年
（
一
四
一
〇
）
の
島
津
元
久
や
嘉
吉
三
年
（
一
四

四
三
）
の
山
名
持
豊
の
参
宮
が
、
西
国
、
特
に
中
国
地
方
や
南
九
州
へ
伊

勢
信
仰
を
も
た
ら
し
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
の
後
、
御
師
の
活
動
は
更
に

西
へ
広
が
り
、
十
五
世
紀
半
ば
の
戦
国
時
代
に
は
周
防
・
長
門
に
も
及
ん

だ
こ
と
が
史
料
的
に
確
か
め
ら
れ
る
。
特
に
大
内
義
興
は
、
十
代
将
軍
足

よ
し

き

よ
し
た
ね

利
義
材
（
義
種
）
を
奉
じ
て
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
上
洛
、
そ
の
後
一

〇
年
間
在
京
し
た
か
ら
、
そ
の
間
に
御
師
と
出
会
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
永

写真５―２６ 現在の剣先
御祓
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正
十
五
年
（
一
五
一
八
）、
山

口
に
帰
り
、
神
宮
を
分
霊
す
る

許
可
を
朝
廷
よ
り
得
て
い
た
。

宿
願
と
し
て
、
帰
国
後
た
だ
ち

に
造
営
に
着
手
し
、
十
七
年
四

月
に
は
内
・
外
両
宮
が
完
成

み

た

ま

し
、
京
都
吉
田
家
よ
り
御
神
体

し
ろ

た
か
ぶ
く

に

と
う

代
が
、
伊
勢
か
ら
は
高
向
二
頭

だ

ゆ
う
み
つ
さ
だ

大
夫
光
定
が
下
向
、
六
月
に
は

遷
宮
式
を
行
っ
た
（
大
内
氏
実

こ
う
の
み
ね

録
）。
山
口
の
高
嶺
大
神
宮
で

あ
る
。
今
伊
勢
と
も
呼
ば
れ
、

大
内
氏
領
国
か
ら
参
宮
が
行
わ

れ
た
。
特
に
九
州
か
ら
は
豊
前

国
宇
佐
宮
の
神
官
や
大
宮
司
家

の
女
性
た
ち
が
今
伊
勢
参
詣
を

行
っ
て
い
註
Nる

。
北
九
州
の
大
内

氏
領
国
へ
よ
う
や
く
御
師
高
向

二
頭
大
夫
の
進
出
が
行
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
中
世
に
お
け

る
高
向
氏
の
活
動
は
そ
の
後
知

ら
れ
な
い
が
、
近
世
に
お
い
て

き

く

ぐ
ん

は
、
筑
前
国
遠
賀
郡
、
豊
前
国
企
救
郡
（
小
森
手
永
）
が
配
札
地
で
あ
っ

た
か
ぶ
く

た
。
特
に
遠
賀
郡
一
帯
の
人
々
は
近
世
末
ま
で
、
参
宮
時
に
は
高
向
二
頭

大
夫
の
屋
敷
に
宿
泊
す
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
幕
末
（
天
保
十
二
年
）
の

「
あ
づ
ま
路
の
日
記
」（
遠
賀
郡
底
井
野
村
の
人
小

田
宅
子
の
参
宮
道
中
記

）
に
は
、「
（

高

向

）

た
か
ほ
こ
の
（
う
し
）

大
人
邸
」

に
泊
ま
る
の
が
習
わ
し
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
註
Oる

。

天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
、
大
内
義
隆
の
代
に
大
内
氏
は
滅
亡
す
る
。

防
長
に
お
け
る
高
向
二
頭
大
夫
の
活
動
が
全
く
見
ら
れ
な
い
の
も
、
こ
の

事
件
が
関
係
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
防
長
や
筑
前
・
豊
前

に
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
、
高
向
氏
と
同
じ
く
伊
勢
山
田
の
御
師
橋
村
大
夫

が
配
札
を
行
っ
て
い
た
。
橋
村
大
夫
は
、
外
宮
（
豊
受
大
神
宮
）
に
属
し

た
権
祢
宜
層
で
、
山
田
で
は
有
力
な
御
師
で
あ
る
。
し
か
も
外
宮
の
祢
宜

わ
た
ら
い

度
会
氏
の
分
流
で
、
鎌
倉
末
期
に
は
既
に
存
在
が
確
認
さ
れ
る
名
族
で

あ
っ
註
Pた

。
橋
村
大
夫
も
周
防
国
に
は
、
長
禄
四
年
（
一
四
六
〇
）
ご
ろ
、

み
つ

か

い
ち
の

ど
う
し
ゃ

三
日
市
兵
衛
三
郎
（
山
田
の
御
師
）
よ
り
道
者
を
買
い
取
っ
て
か
ら
進

出
註
Qし

、
天
文
の
初
年
に
は
、
周
防
・
長
門
・
石
見
西
部
を
廻
檀
地
に
お
さ

め
、
更
に
北
九
州
の
豊
前
・
筑
前
全
域
か
ら
筑
後
・
豊
後
・
肥
後
の
一
部

に
も
配
札
地
を
獲
得
す
る
成
長
ぶ
り
を
見
せ
註
Rた

。
し
か
し
、
そ
の
後
、
防

長
二
国
は
、
毛
利
家
御
師
の
村
山
大
註
S夫

に
代
わ
り
、
筑
前
・
豊
前
を
中
心

に
、
特
に
肥
前
・
筑
後
方
面
に
重
点
が
移
動
す
る
。
豊
後
国
に
は
大
友
家

の
御
師
福
嶋
御
塩
焼
大
註
T夫

が
ほ
ぼ
独
占
的
に
檀
那
を
獲
得
し
、
橋
村
大
夫

の
檀
那
で
あ
っ
た
宇
佐
宮
神
官
ら
は
福
嶋
大
夫
の
檀
那
で
も
あ
っ
た

（
皇
学
館
大
学
所
蔵
福

嶋
御
塩
焼
大
夫
文
書

）。

写真５―２７ 丸岡大夫邸の門
（伊勢市丸岡家）

写真５―２８ 旧福嶋御塩焼大夫の門
（現在神宮文庫の門）伊勢市倉田山所在
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う
わ

べ

だ

ゆ
う

中
世
末
か
ら
近
世
初
頭
、
豊
前
に
は
黒
田
家
の
御
師
上
部
大
夫
、
細
川

み

む
ら

だ

ゆ
う

家
の
三
村
大
夫
、
更
に
小
笠
原
家
の
領
国
に
な
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
御
師

え
の
き
ぐ
ら

だ

ゆ
う

榎

倉
大
夫
が
進
出
し
て
く
註
U

る
。
外
宮
の
上
部
大
夫
は
織
田
信
長
の
御
師

で
あ
り
、
豊
臣
秀
吉
を
も
檀
那
と
し
て
伊
勢
の
代
官
に
も
な
っ
た
有
力
御

師
で
あ
っ
た
。
し
か
し
黒
田
家
が
関
ケ
原
合
戦
直
後
慶
長
五
年
（
一
六
〇

〇
）
秋
、
筑
前
に
移
っ
て
か
ら
は
、
筑
前
に
檀
家
を
獲
得
し
て
い

註
Vる

。
近

世
に
は
、
榎
倉
大
夫
は
豊
前
で
は
、
主
に
企
救
郡
、
京
都
郡
（
特
に
苅
田

町
域
）
に
配
札
し
、
例
え
ば
浜
町
村
の
史
料
で
は
、
幕
末
（
文
政
年
中
）

に
、
村
で
と
り
ま
と
め
て
榎
倉
大
夫
へ
の
御
初
穂
銭
を
渡
し
て
い
た
（
浜

町
村
、
間
馬
家
文
書
）。
ま
た
庄
屋
（
間
馬
氏
）
に
は
、
榎
倉
か
ら
の
嘉
例

状
と
い
う
挨
拶
状
が
届
い
て
い
た
（
同
上
）。
企
救
郡
（
小
森
手
永
）
で
も

同
様
で
あ
っ
た
（
小
森
承
之
助
日
記
）。

さ
て
、
黒
田
手
永
を
主
に
配
札
地
と
し
た
橋
村
大
夫
は
、
前
に
ふ
れ
た

よ
う
に
、
豊
前
に
は
天
文
初
年
（
享
禄
五
・
一
五
三
二
）
以
降
、
永
禄
七

年
（
一
五
六
四
）
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
、
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
、

そ
し
て
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
の
御
祓
賦
帳
が
残
っ
て
い
る
の
で
、

ど
の
地
域
の
人
々
を
檀
家
と
し
た
か
が
判
明
す
る
。「
享
禄
五
年
の
賦

帳
」
で
は
、
防
長
か
ら
豊
前
小
倉
に
入
り
、
到
津
、
篠
崎
、
長
野
、
貫
に

い

も

じ

い
と
う

づ

け

回
っ
て
い
る
。
小
倉
の
鋳
物
師
や
宇
佐
大
宮
司
到
津
家
、
在
地
領
主
の

き

い

貫
氏
も
檀
那
で
あ
る
。
更
に
南
下
し
て
今
井
に
入
り
、
城
井
、
八
屋
、
小

つ
い

ち

坂
（
宇
佐
郡
）
、
時
枝
（
同
上
）
、
築
地
（
中
津
市
）
か
ら
彦
山
へ
向
か
い
、

く

ぼ

て

さ
ん

つ

ぶ
さ

あ

じ

む

求
菩
提
山
よ
り
、
再
び
宇
佐
郡
内
を
西
部
よ
り
入
り
、
津
房
、
安
心
院
へ

く
に
さ
き

向
か
い
、
豊
後
の
国
東
北
部
へ
回
る
行
程
。
慶
長
年
間
で
は
、
筑
前
に
入

り
、
遠
賀
、
鞍
手
、
穂
波
と
遠
賀
川
流
域
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
や
が
て
筑

前
粕
屋
へ
回
り
、
博
多
、
太
宰
府
方
面
か
ら
再
び
秋
月
街
道
を
経
て
田
川

つ
い

き

郡
に
入
る
。
彦
山
や
田
川
郡
内
を
配
札
し
て
、
仲
津
郡
か
ら
、
築
城
、
上

毛
、
下
毛
、
宇
佐
、
国
東
（
北
浦
辺
の
み
）
へ
行
っ
て
い
る
。
こ
の
記
載

が
必
ず
し
も
通
行
の
順
序
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
現
在
の

苅
田
町
や
勝
山
町
域
が
抜
け
落
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
勝
山
町
域

は
、
中
世
で
は
窪
（
久
保
）
庄
、
吉
田
庄
（
稗
田
）、
宇
佐
宮
領
屋
（
矢
）

山
保
、
黒
田
庄
の
庄
域
に
入
り
、
近
世
の
状
況
―
黒
田
三
千
石
云
々
と
肥

沃
さ
を
う
た
わ
れ
た
―
か
ら
も
、
御
師
が
檀
那
を
獲
得
し
な
か
っ
た
と
は

考
え
ら
れ
な
い
。
黒
田
庄
は
、
領
家
は
不
明
だ
が
、
南
北
朝
時
代
以
降
、

守
護
の
少
弐
氏
の
支
配
下
に
入
り
、
室
町
・
戦
国
時
代
に
は
、
豊
後
守
護

の
大
友
家
の
所
領
に
組
み
こ
ま
れ
た
。
戦
国
末
、
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）

十
月
か
ら
十
一
月
、
門
司
城
や
松
山
城
で
毛
利
氏
と
の
合
戦
に
敗
れ
た
大

友
勢
は
、
黒
田
庄
を
経
て
（
日
田
へ
ぬ
け
）
、
本
国
の
豊
後
へ
退
却
し
た
。

特
に
黒
田
原
、
天
生
田
や
国
分
寺
原
（
仲
津
郡
）
で
は
、
追
跡
の
毛
利
方

の
軍
勢
を
迎
え
て
合
戦
が
あ
っ
た
（
編
年
大
友
史
料
�
所
収
、
諸
家
文

書
）。
か
な
り
お
そ
く
ま
で
大
友
家
の
支
配
地
に
属
し
た
庄
園
で
あ
ろ

う
。
橋
村
大
夫
が
天
文
初
年
（
一
三
五
二
ご
ろ
）
か
ら
そ
の
後
永
禄
・
元

亀
の
頃
ま
で
廻
檀
地
を
避
け
た
の
は
、
師
檀
関
係
の
な
い
大
友
家
支
配
地

を
避
け
た
か
ら
と
も
推
測
で
き
る
が
、
確
実
に
は
説
明
で
き
な
い
。
し
か

し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
後
、
慶
長
年
間
、
黒
田
・
久
保
に
は
、
檀
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家
も
記
載
さ
れ
、
近
世
を
通
じ
て
史
料
は
残
存
し
な
い
が
、
明
治
初
年
ま

で
多
く
の
参
宮
者
が
見
え
る
の
で
あ
る
。
前
に
紹
介
し
た
久
保
尋
常
高
等

小
学
校
の
石
本
定
吉
が
作
文
に
遺
し
た
よ
う
に
、
彼
の
祖
父
の
参
宮
（
江

戸
時
代
に
な
る
）
や
村
人
の
参
宮
役
廻
り
が
決
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ

と
か
ら
、
近
世
に
は
確
実
に
伊
勢
参
宮
も
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

よ
う
。
作
文
に
は
、
橋
村
八
郎
大
夫
（
明
治
初
年
に
は
存
在
し
な
い
）
を

旅
館
と
し
て
い
る
が
、
近
世
初
頭
に
は
、
橋
村
大
夫
主
膳
家
（
嫡
流
）
で

あ
っ
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
分
家
の
八
郎
大
夫
家
に
移
っ
て
い
た
ら
し

い
。
八
郎
大
夫
家
は
豊
前
・
田
河
・
京
都
郡
一
円
と
企
救
郡
・
宇
佐
郡
一

部
を
も
ち
筑
前
遠
賀
に
多
く
檀
家
を
有
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
企
救
郡
東

く

さ
み

部
（
曽
根
・
朽
網
）
は
橋
村
八
郎
大
夫
の
檀
家
で
あ
っ
た
。
明
治
初
年
に

は
ら
い
め
い

は
、
橋
村
本
家
に
数
家
が
合
家
し
て
、「
祓
銘
」（
御
師
の
お
祓
い
を
く
ば

る
と
き
の
名
称
）
の
み
八
郎
大
夫
で
あ
っ
た
。
以
上
が
豊
前
地
方
に
伊
勢

信
仰
や
参
宮
の
習
俗
が
伝
播
し
た
歴
史
的
な
背
景
で
あ
る
。

当
初
、
伊
勢
御
師
は
、
九
州
で
も
各
地
の
有
力
者＝

守
護
大
名
や
そ
の

家
臣
層
、
在
地
の
武
士
層
、
神
官
・
社
家
、
寺
庵
の
僧
、
有
力
農
民
層
を

す
す

中
心
に
、
伊
勢
信
仰
を
ひ
ろ
め
、
参
宮
を
勧
め
た
。
当
時
の
伊
勢
神
宮
に

い
っ
さ
い
し
ゅ
じ
ょ
う

対
す
る
信
仰
は
余
り
明
確
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
一
切
衆
生
の
父
母
、

官
禄
（
立
身
出
世
）
を
授
け
る
。
武
運
長
久
、
病
気
平
癒
等
も
説
か
れ
、

ち
ょ
う
ぶ
く

調

伏
の
祈
祷
や
呪
術
を
行
っ
た
り
、
多
く
の
内
容
を
ふ
く
ん
で
、
本
来

の
天
照
大
神
へ
の
信
仰
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
参
宮

は
し
ば
し

者
の
願
文
、
御
師
の
書
状
、
参
宮
記
の
端
々
か
ら
推
察
で
き
註
Wる

。
こ
う
し

て
し
だ
い
に
、
村
々
の
中
に
拡
大
し
、
一
般
庶
民
層
に
も
信
仰
が
広
ま
っ

て
い
っ
た
。
現
在
、
残
る
御
祓
賦
帳
に
は
、
こ
う
し
た
人
々
の
名
前
が
、

村
ご
と
に
記
載
さ
れ
る
。
姓
名
を
記
す
者
と
名
前
の
み
の
者
も
あ
り
、
ま

た
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）
の
賦
帳
に
は
と
く
に
、
初
穂
銭
の
高
が
記
載

さ
れ
、
そ
れ
に
見
合
う
か
の
ご
と
き
土
産
物
の
品
名
が
記
さ
れ
る
の
で
、

有
力
者
か
、
そ
う
で
な
い
か
を
判
断
す
る
材
料
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
御
師
の
廻
国
・
配
札
は
完
全
な
商
業
活
動
と
見
な
さ
れ
よ
う
。
賦

帳
に
は
「
参
宮
」
の
記
載
も
あ
り
、
実
際
に
豊
前
や
筑
前
か
ら
伊
勢
へ
出

向
い
た
人
々
が
知
ら
れ
、
戦
国
期
の
当
時
の
道
中
不
安
を
考
え
る
と
、
い

か
に
人
々
の
信
仰
が
深
ま
っ
た
か
、
伊
勢
信
仰
が
浸
透
し
た
か
と
考
え
ざ

る
を
得
な
い
。
豊
前
だ
け
で
な
く
、
と
く
に
参
宮
が
盛
ん
で
あ
っ
た
の

は
、
豊
後
と
肥
前
の
人
々
で
、
多
く
庶
民
に
属
す
る
階
層
の
人
々
で
あ
っ

た
。
豊
後
で
は
大
友
家
の
家
臣
団
五
五
七
名
が
知
ら
れ
、
戦
国
大
名
の
家

臣
で
は
毛
利
家
臣
一
三
三
〇
余
名
に
次
い
で
多
く
、
参
宮
し
た
武
士
も
知

ら
れ
て
い
る
（
福
嶋
御
塩
焼

大
夫
文
書

）。
更
に
天
正
十
六
年
と
十
九
年
（
一
五
八
八
〜

う
す

き

九
一
）
の
四
年
間
に
、
八
〇
〇
人
に
上
る
参
宮
が
知
ら
れ
、
臼
杵
の
町
（
当

時
は
大
友
宗
麟
の
城
下
）
か
ら
の
参
宮
も
知
ら
れ
て
い

註
Xる

。
豊
後
で
は
大

友
家
が
島
津
軍
に
攻
撃
さ
れ
、
国
内
は
混
乱
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
武
士
や
庶
民
の
参
宮
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ

ス
の
年
報
（
一
五
八
五
年
八
月
二
十
七
日
）
に
見
え
る
（
十
六
・
十
七
世
紀

イ
エ
ズ
ス
会
日
本
報
告
集
（
第
Ⅰ
期
）
同
朋
舎
刊
）。
多
く
の
人
々
が
巡
礼

団
を
作
っ
て
、
各
地
か
ら
伊
勢
に
集
ま
っ
て
来
る
。
し
か
も
平
民
か
ら
貴
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族
ま
で
婦
人
も
お
り
、「
そ
こ
（
神
宮
）
へ
行
か
な
い
者
は
、
人
間
の
数

に
加
え
て
も
ら
え
な
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。」
と
記
す
。
当
時

彼
は
長
崎
に
居
た
か
ら
で
、
必
ず
し
も
豊
後
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
フ
ロ

イ
ス
は
豊
後
に
も
深
く
関
係
し
た
の
で
、
参
宮
道
者
（
巡
礼
）
の
姿
を
見

た
上
で
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
肥
前
か
ら
は＝

と
く
に
諫
早
か
ら
は
、
御
師

み
や
じ
り
さ
ん
と
う

だ

ゆ
う

宮
後
三
頭
大
夫
の
代
官
が
現
地
に
あ
り
、
替
本
と
と
も
に
少
額
な
が
ら

か
わ

せ

き
っ

て

「
為
替
切
手
」
を
発
行
し
（
写
真
参
考
）
、
伊
勢
へ
到
着
し
た
と
き
に
は
、

銀
・
銭
貨
を
渡
す
し
く
み
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
が
庶
民
層
の
参
宮
を
容
易

に
し
た
要
因
で
あ
ろ
う
。
な
か
に
は
伊
勢
で
借
用
し
て
帰
国
す
る
者
も
い

註
Yた（

そ
の
他
土
佐
国
に
お
い
て
も
、
同
様
に
御
炊
大
夫
が
為
替
切
手
を
発
行
し

て
い
た
）。
こ
う
し
た
動
き
の
も
と
に
、
戦
国
時
代
（
天
文
七
年
ご
ろ
）
に

は
、
丹
後
国
で
伊
勢
講
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
、
各
地
へ
拡
大
し
、
近
世

以
降
、
非
常
に
盛
況
に
向
か
い
、
全
国
の
村
々
や
都
市
の
町
内
に
も
結
成

さ
れ
近
世
の
伊
勢
参
宮
に
寄
与
し
た
。
そ
の
他
に
「
伊
勢
踊
り
」
が
流
行

し
、
一
種
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
と
も
な
り
、「
伊
勢
音
頭
」
も
各
地
へ

持
ち
帰
ら
れ
、
そ
の
地
に
根
付
い
て
、
多
く
の
伊
勢
音
頭
・
伊
勢
音
頭
系

の
民
謡
が
現
存
す
る
。
北
九
州
市
八
幡
西
区
の
木
屋
瀬
宿
場
踊
り
・
久
留

米
伊
勢
音
頭
・
筑
後
市
の
筑
後
伊
勢
音
頭
な
ど
各
地
に
、
伊
勢
音
頭
や
伊

や

勢
踊
、
お
か
げ
踊
、
松
坂
、
ヤ
ー
ト
コ
セ
ー
、
木
遣
り
等
々
一
〇
〇
〇
に

も
及
ぶ
も
の
が
あ
る
と
い
う
。
例
え
ば
平
成
十
六
年
十
一
月
伊
勢
市
に
集

ま
っ
た
第
九
回
「
里
帰
り
伊
勢
音
頭
全
国
大
会
」
に
は
二
九
四
の
唄
・
踊

り
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
近
世
を
通
じ
て
、
六
〇
年
を
周
期
と
し
て

七
回
、
爆
発
的
に
全
国
規
模
で
大
流
行
し
た
「
お
蔭
参
り
」
も
参
宮
の
増

加
に
連
な
っ
た
。
そ
の
お
り
に
、「
狂
躁
」
と
ま
で
評
さ
れ
た
「
お
蔭
踊

り
」
も
流
行
し
、
旅
費
も
も
た
ず
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で
参
宮
す
る
者
、

ぬ
け
ま
い

と
く
に
若
者
に
多
か
っ
た
「
抜
参
り
」
な
ど
も
存
在
し
た
。
宝
永
二
年
（
一

七
〇
五
）
に
は
、
五
〇
日
間
に
三
六
〇
万
人
が
抜
参
り
に
来
た
と
い

註
Zう

。

近
世
末
期
の
平
年
の
参
宮
人
人
数
は
、
年
平
均
二
〇
〜
五
〇
万
人
で
あ
っ

た
と
い
う
か
ら
、
い
か
に
爆
発
的
で
あ
っ
た
か
が
知
ら
れ
よ
う
。
近
世
最

後
の
お
蔭
参
り
は
、
御
祓＝

お
札
が
空
か
ら
降
っ
た
と
い
う
こ
と
で
参
宮

を
期
待
し
た
が
、
む
し
ろ
「
え
え
じ
ゃ
な
い
か
」
の
踊
り
か
ら
始
ま
っ
た

写真５―２９ 為替切手
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の
で
、
え
え
じ
ゃ
な
い
か
運
動
と
も
言
わ
れ
、
お
蔭
参
り
と
も
見
ら
れ
て

い
る
が
、
意
図
的
で
多
分
に
政
治
的
な
色
彩
（
尊
皇
運
動
と
も
）、
あ
る

い
は
参
宮
客
の
減
少
で
御
師
が
働
き
か
け
た
も
の
と
も
い
わ
れ
る
。
発
生

段
階
で
は
、
お
蔭
参
り
と
の
関
連
が
薄
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
長
期
に
わ
た
る
御
師
た
ち
の
伊
勢
信
仰
広
布
の
不
断
の
努
力

が
あ
っ
た
上
で
の
発
展
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
明
治
に
入
っ
て
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
七
月
、
神
宮
改
革
の
一

環
と
し
て
、
御
師
の
配
札
が
停
止
さ
れ
た
。
当
時
の
御
師
は
、
内
宮
一
九

〇
戸
、
外
宮
四
五
九
戸
で
、
御
師
と
直
接
関
係
す
る
人
々
約
五
〇
〇
人
、

間
接
的
に
は
五
〇
〇
〇
人
に
上
る
人
々
が
影
響
を
受
け
、
家
計
に
支
障
を

来
た
す
者
が
出
現
し
、
没
落
す
る
者
も
多
数
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

御
師
廃
止
は
、
宇
治
・
山
田
の
御
師
の
活
動
（
配
札
）
を
停
止
し
た
も
の

の
、
檀
家
と
の
関
係
は
否
定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、
お
り
お
り

の
参
宮
者
は
従
来
ど
お
り
、
旧
御
師
宅
を
宿
所
に
し
て
お
り
、
勝
山
町
域

よ
り
の
明
治
四
年
以
後
の
参
宮
者
は
、
な
お
こ
の
関
係
を
存
続
し
て
、
橋

村
大
夫
・
八
郎
大
夫
宅
に
宿
泊
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
関
係
は
、

昭
和
ま
で
完
全
に
は
断
た
れ
な
い
状
態
で
あ
っ
た
と
い
註
[う

。
明
治
政
府

が
、
天
皇
を
、
伊
勢
神
宮
の
崇
敬
を
、
人
々
に
強
制
し
な
く
と
も
十
分
に

各
地
に
神
宮
崇
敬
の
観
念
が
広
ま
っ
て
お
り
、
は
じ
め
に
紹
介
し
た
小
学

生
の
作
文
に
も
熟
知
さ
れ
、
浸
透
し
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
の
で
あ

え
い
た
ん

る
。
た
だ
し
、
か
の
小
学
生
が
詠
歎
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
後
の
わ
が

国
の
歴
史
（
天
皇
・
神
宮
崇
敬
の
強
制
の
方
向
）
が
方
向
を
そ
れ
て
し
ま
っ

た
の
は
、
現
在
で
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
ま
た
御
師
も
、
廃
絶
の
後

は
、
か
つ
て
の
繁
栄
と
、
豊
か
さ
の
「
あ
か
し
」
を
後
世
に
の
こ
す
こ
と

な
く
、
歴
史
の
彼
方
に
消
え
か
け
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

註
�
、
例
え
ば
、
小
倉
藩
法
令
で
あ
る
「
寛
政
三
年
条
目
」（「
福
岡
県
史
資
料
」
第

四
輯
所
収
）
に
は
、
一
、
参
宮
・
六
条
参
り
、
一
ケ
年
一
手
永
よ
り
拾
人
之
外
、

可
為
二

無
用
一

候
、
右
ニ
付
、
為
二

餞
別
一

、
親
子
兄
弟
た
り
と
も
、
少
々
之
品
差

遣
不
レ

申
、
勿
論
罷
帰
候
と
て
も
、
土
産
物
取
遣
停
止
之
事
（
下
略
）
、
そ
の
後
、

文
化
触
書
に
も
、
参
宮
・
六
条
参
り
は
一
手
永
よ
り
拾
人
の
外
相
成
ら
ず
と
定

め
ら
れ
、
以
降
幕
末
嘉
永
條
目
に
も
継
続
さ
れ
て
規
制
を
受
け
て
い
る
。
筑
前

の
場
合
は
参
宮
の
願
書
を
庄
屋
か
ら
大
庄
屋
を
へ
て
郡
代
役
所
へ
提
出
し
て
百

日
を
限
っ
て
往
来
切
手
を
も
ら
っ
て
、
耕
作
に
支
障
な
き
季
節
に
出
た
こ
と
が

知
ら
れ
る
（
遠
賀
郡
楠
橋
村
田
代
家
文
書
）。

つ
づ

註
�
、
御
師
は
、
御
祈
師
や
（
祝
詞
）

詔
刀
師
の
約
ま
っ
た
も
の
と
い
う
説
が
あ
っ
た
が
、
現

在
は
、
御
師
匠
の
約
ま
っ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
中
世
末
の
文
書
に
は
「
を
し
」

と
見
ら
れ
、
近
世
の
伊
勢
か
ら
現
代
ま
で
は
、「
お
ん
し
」
と
発
言
さ
れ
る
。
ま

た
近
世
末
の
豊
前
地
方
（
特
に
企
救
郡
・
京
都
郡
）
で
も
「
お
ん
し
」
と
呼
ん

で
い
た
と
、
筆
者
の
曾
祖
母
（
弘
化
四
年
生
）
が
語
っ
た
と
父
母
よ
り
聞
い
た
。

伊
勢
御
師
に
関
す
る
研
究
は
、
近
世
か
ら
神
宮
学
者
に
よ
る
研
究
が
始
め
ら
れ
、

更
に
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
中
世
後
末
期
か
ら
の
研
究

が
多
く
、
成
立
期
の
研
究
は
史
料
の
関
係
か
ら
極
め
て
少
な
い
。
新
城
常
三
博

士
の
『
新
稿
社
寺
参
詣
の
社
会
経
済
史
的
研
究
』
昭
和
５７
年
、
萩
原
龍
夫
『
中

世
祭
祀
組
織
の
研
究
』
昭
和
５０
年
、
西
山
克
『
道
者
と
地
下
人
』
昭
和
６２
年
、
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大
西
源
一
『
参
宮
の
今
昔
』（
昭
和
３１
年
）、
宮
本
常
一
『
伊
勢
参
宮
』（
八
坂
書

房

昭
和
６２
年
刊
）
等
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
諸
研
究
に
導

か
れ
て
い
る
。

註
�
、
中
世
末
か
ら
、
明
治
に
至
る
ま
で
の
、
九
州
か
ら
の
伊
勢
参
宮
は
、
ほ
と
ん

ど
九
州
か
ら
瀬
戸
内
海
は
海
路
を
と
る
者
が
多
か
っ
た
。
大
名
の
参
勤
交
代
な

ど
も
、
武
士
の
個
人
的
江
戸
下
向
に
も
、
同
じ
よ
う
な
コ
ー
ス
を
と
っ
て
い
る
。

註
�
、
御
祓
は
大
麻
と
も
い
わ
れ
、「
天
照
皇
大
神
宮
」「
豊
受
大
神
宮
」
な
ど
と
記

さ
れ
た
御
祓
札
で
、
神
宮
と
人
々
を
結
び
つ
け
る
信
仰
の
象
徴
で
あ
っ
た
。
か

つ
て
は
御
師
が
独
自
に
出
す
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
神
官
た

る
祢
宜
（
上
級
祠
官
）
に
御
祓
を
し
て
も
ら
う
習
慣
で
あ
っ
た
。
権
祢
宜
層
や

ぢ

げ
に
ん

地
下
人
の
御
師
が
勝
手
に
調
製
し
て
そ
の
ま
ま
配
札
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
土

お
し
ろ
い

産
は
、
伊
勢
か
ら
の
土
産
物
と
し
て
、
伊
勢
暦
、
伊
勢
白
粉
、
帯
、
茶
、
か
つ

を
ぶ
し
、
海
苔
、
の
し
あ
わ
び
、
小
刀
、
扇
等
々
で
、
暦
は
と
く
に
農
事
に
関

す
る
記
述
が
あ
っ
た
た
め
、
広
く
人
々
に
重
宝
さ
れ
、
日
本
中
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。

地
方
へ
の
流
通
機
構
の
乏
し
か
っ
た
江
戸
時
代
に
は
、
と
く
に
各
地
へ
運
ば
れ

た
品
々
は
、
商
品
と
し
て
も
歓
迎
さ
れ
、
檀
家
の
応
分
の
初
穂
料
は
御
師
の
商

業
活
動
で
の
基
盤
と
な
り
、
檀
家
廻
り
は
莫
大
な
利
益
を
生
ん
で
御
師
の
富
と

も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

註
K
、
伊
勢
に
お
け
る
御
師
は
最
盛
期
山
田
で
六
〇
〇
軒
、
宇
治
を
合
わ
せ
る
と
八

〇
〇
軒
を
こ
え
、
と
く
に
有
力
な
神
宮
家
・
三
方
家
・
年
寄
家
と
よ
ば
れ
る
御

師
の
邸
宅
は
、
広
壮
で
自
邸
に
神
楽
殿
を
も
ち
、
外
宮
門
前
の
三
日
市
大
夫
次

郎
（
帯
刀
家
）
邸
は
敷
地
約
一
八
〇
〇
坪
、
建
物
の
総
床
面
積
八
〇
〇
坪
に
及

ん
だ
。
客
室
の
畳
数
は
二
八
八
・
五
畳
、
一
度
に
一
〇
〇
人
程
度
が
宿
泊
で
き

た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
平
成
十
年
二
月
、
大
林
組
広
報
室
刊
『
季
刊
大
林
』

特
集
御
師
所
収
「
御
師
三
日
市
大
夫
次
郎
邸
の
想
定
復
元
」
に
よ
る
）。
神
宮
文

庫
に
は
、
同
邸
の
平
面
絵
図
が
残
る
。
現
在
は
、
道
路
建
設
の
た
め
に
分
断
さ

れ
、
建
物
も
解
体
さ
れ
失
わ
れ
た
。
多
く
の
邸
宅
は
失
わ
れ
た
が
、
外
宮
の
丸

岡
大
夫
邸
が
面
影
を
残
し
、
福
島
御
塩
焼
大
夫
邸
の
門
（
神
宮
文
庫
表
門
）
が

往
時
の
姿
を
と
ど
め
て
い
る
。

註
L
、
南
北
朝
時
代
以
降
、
京
都
の
石
清
水
八
幡
宮
や
八
坂
祇
園
社
、
東
海
地
方
の

三
島
社
等
の
神
官
と
足
利
将
軍
家
は
師
檀
関
係
を
結
び
、
祈
祷
を
行
わ
せ
て
い

る
。
そ
の
他
に
も
室
町
幕
府
は
、
賀
茂
社
や
松
尾
社
な
ど
の
二
二
社
を
は
じ
め

と
す
る
京
都
近
辺
の
神
社
の
御
師
に
祈
祷
を
依
頼
し
て
い
る
。
近
世
に
な
る
と
、

更
に
各
地
の
修
験
道
の
霊
地
、
出
羽
三
山
、
武
蔵
御
嶽
、
相
模
大
山
、
甲
斐
の

富
士
浅
間
の
社
寺
に
も
御
師
が
成
立
し
、
宿
坊
を
形
成
し
、
檀
那
場
に
お
い
て

は
「
講
」
を
組
織
し
て
、
参
詣
と
宿
を
提
供
し
た
。
出
雲
大
社
や
尾
張
津
島
社

の
御
師
も
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
。
中
世
後
期
か
ら
近
世
末
ま
で
、
と
く
に
活

動
が
活
発
で
し
か
も
広
範
囲
に
及
び
、
最
も
優
勢
で
あ
っ
た
の
が
伊
勢
御
師
で

あ
っ
た
。

註
M
、
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）、
足
利
尊
氏
が
四
十
二
歳
の
厄
年
に
、
醍
醐
寺
三
宝

院
の
賢
俊
を
代
参
さ
せ
た
が
（
賢
俊
の
貞
和
二
年
日
記
―
醍
醐
寺
文
書
）、
そ
の

孫
義
満
は
、
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
以
降
、
没
す
る
応
永
十
五
年
（
一
四
〇

八
）
ま
で
一
一
回
の
参
宮
を
行
っ
て
、
そ
の
子
義
将
も
一
六
回
の
参
宮
を
行
っ

て
い
る
。
足
利
義
教
五
回
、
義
政
も
自
ら
参
宮
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
十
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二
代
義
晴
以
降
は
将
軍
の
参
宮
は
見
ら
れ
な
い
。
か
わ
っ
て
島
津
元
久
や
山
名

持
豊
、
北
畠
政
郷
、
細
川
高
国
、
大
内
義
興
な
ど
の
守
護
大
名
等
の
参
宮
が
盛

ん
に
な
る
。

註
N
、
宇
佐
宮
社
家
や
そ
の
夫
人
の
今
伊
勢
参
宮
は
、
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）

の
、
宇
佐
下
宮
社
司
永
弘
通
種
覚
書
（
大
分
県
史
料
（
２４
）
到
津
文
書
二
所
収
）

高
向
二
頭
大
夫
と
高
嶺
大
神
宮
と
の
関
係
は
、
そ
の
後
も
続
い
た
（
防
長
寺
社

由
来
所
収
高
嶺
大
神
宮
文
書
）。

註
O
、
高
向
二
頭
大
夫
（
藤
井
氏
）
は
、
近
世
末
期
の
こ
の
こ
ろ
は
既
に
絶
え
て
、

高
向
二
頭
大
夫
の
御
祓
銘
の
み
が
残
り
、
実
際
は
上
部
大
夫
家
が
、「
高
向
二
頭

大
夫
」
の
名
称
で
御
祓
を
賦
り
、
ま
た
看
板
を
か
か
げ
て
宿
泊
さ
せ
て
い
た
の

で
あ
る
。

じ
に
ん
が
ん
し
ょ
う
ふ

註
P
、
御
巫
清
直
「
神
人
眼

睫

譜
」（
大
神
宮
叢
書
・
神
宮
神
事
考
證

中
篇
所

収
）

註
Q
、
長
禄
四
年
十
一
月
三
十
日
、
三
日
市
の
兵
衛
三
郎
道
者
売
券
（
天
理
大
学
所

蔵
橋
村
家
文
書
）

註
R
、
橋
村
大
夫
の
一
族
は
、
本
家
橋
村
大
夫
ほ
か
八
郎
大
夫
、
市
大
夫
、
肥
前
大

夫
、
織
部
大
夫
な
ど
九
軒
に
分
か
れ
た
が
、
幕
末
か
ら
明
治
初
年
は
、
多
く
絶

家
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
橋
村
大
夫
家
（
八
郎
大
夫
、
右
近
大
夫
、
肥
前
大
夫
）

に
相
続
さ
れ
て
、
減
少
し
て
い
る
。
肥
前
国
は
、
龍
造
寺
氏
時
代
か
ら
檀
廻
り

を
行
い
、
天
正
八
年
以
降
鍋
島
家
を
檀
那
と
し
て
以
後
、
肥
前
一
円
を
配
札
地

と
し
た
。

註
S
、
村
山
大
夫
は
榎
倉
大
夫
と
同
族
、「
神
人
眼
睫
譜
」
で
は
荒
木
田
一
族
を
否
定

し
、
福
嶋
家
よ
り
入
っ
た
と
す
る
が
、
一
度
断
絶
し
た
家
系
で
あ
る
。
村
山
家

の
こ
と
は
異
説
が
あ
っ
て
不
明
と
注
記
が
あ
る
。
毛
利
家
の
御
師
に
な
っ
た
の

は
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
既
に
安
芸
国
に
進
出
し
て
い
た
が
、
毛
利
家
に

は
、
尼
子
と
「
郡
山
合
戦
」
後
の
天
文
十
年
、
元
就
に
接
近
し
て
か
ら
急
速
に

毛
利
家
臣
団
を
檀
那
と
し
て
、
戦
国
時
代
を
通
じ
て
一
九
〇
〇
通
に
上
る
村
山

家
に
対
す
る
家
臣
の
書
状
が
残
る
（
山
口
県
文
書
館
所
蔵
「
贈
村
山
家
返
章
四

十
一
冊
、
安
芸
・
備
後
・
周
防
・
長
門
檀
那
帖
三
十
六
冊
）。
久
留
米
藩
有
馬
家

及
び
家
中
も
村
山
大
夫
の
檀
家
で
あ
る
。

註
T
、
福
嶋
大
夫
は
、
文
明
の
こ
ろ
か
ら
見
え
る
山
田
の
有
力
御
師
（
三
方
家
）
で
、

み

さ

き

外
宮
の
土
宮
の
御
塩
焼
物
忌
の
職
を
世
襲
し
て
御
塩
焼
大
夫
と
称
し
た
。
一
時
、

織
田
信
長
に
よ
っ
（
来
田
）

て
北
家
に
相
続
さ
せ
ら
れ
た
が
、
近
世
末
に
は
傍
系
の
福
嶋

家
か
ら
相
続
し
て
血
統
的
に
復
し
た
。
大
友
家
に
は
、
大
友
義
長
の
頃
（
大
内

義
興
の
こ
ろ
と
同
じ
こ
ろ
）
に
師
檀
関
係
が
生
じ
、
義
鑑
・
義
鎮
（
宗
麟
）・
義

統
と
つ
づ
き
、
滅
亡
後
、
大
友
家
が
徳
川
幕
府
の
高
家
と
し
て
再
興
さ
れ
て
か

ら
も
、
福
嶋
大
夫
を
御
師
と
し
た
。

か
ぎ
あ
ず
か
り

註
U
、
榎
倉
大
夫
は
、
山
田
の
有
力
御
師
、
外
宮
の
鎰

預
な
ど
を
つ
と
め
た
が
、
元

ど
そ
う

は
、「
土
倉
」
で
あ
っ
た
富
裕
な
高
人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
小
笠
原

家
と
は
、
戦
国
時
代
に
小
笠
原
家
が
武
田
家
よ
り
追
わ
れ
た
と
き
に
保
護
し
、

援
助
し
た
縁
で
そ
の
後
も
近
世
を
通
し
て
小
笠
原
家
の
御
師
で
あ
っ
た
。
慶
応

二
年
の
小
倉
藩
分
限
帳
（
福
岡
県
史
資
料
第
六
輯
）
で
は
、
四
〇
〇
石
と
い
う

彦
山
座
主
（
一
〇
〇
〇
石
）
に
次
ぐ
高
禄
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
榎
倉
大
夫
は
、

小
倉
藩
家
中
の
ほ
か
、
企
救
郡
で
一
八
八
〇
戸
の
檀
家
を
有
し
た
。
京
都
郡
で
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も
苅
田
付
近
に
は
榎
倉
大
夫
か
ら
配
札
し
て
い
た
。

註
V
、
近
世
を
通
じ
て
黒
田
家
の
御
師
で
あ
り
、
配
札
地
を
筑
前
福
岡
に
も
っ
た
。

万
延
元
年
と
さ
れ
る
福
岡
藩
家
中
分
限
帳
（
福
岡
県
史
資
料
第
九
輯
）
で
は
、

内
宮
御
師
が
和
田
大
夫
（
宇
治
年
寄
家
）
で
米
一
五
俵
、
外
宮
御
師
は
、
上
部

大
夫
で
な
く
松
月
右
仲
と
記
載
さ
れ
、
米
六
二
俵
と
銀
六
百
十
五
匁
神
楽
料
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。
松
月
氏
は
御
師
で
は
な
い
の
で
、
上
部
大
夫
の
手
代
で
あ

る
。

み

の
か
が
み

註
W
、
安
芸
国
毛
利
家
臣
玉
木
吉
保
の
『
身
自

鏡
』
で
は
、
天
正
年
間
二
十
四
歳
ご

ろ
参
宮
し
、
神
楽
を
上
げ
て
、
一
切
衆
生
の
父
母
、
我
も
子
孫
な
れ
ば
官
禄
を

授
け
給
え
と
祈
っ
た
。
文
禄
二
年
四
月
十
八
日
、
平
田
小
兵
衛
正
明
な
る
武
士

は
、「
仕
合
よ
く
そ
く
さ
い
あ
ん
の
ん
と
千
石
の
知
行
を
下
さ
れ
ん
」
こ
と
を

祈
っ
て
い
る
（
神
宮
文
庫
文
書
）。
多
く
の
武
士
層
は
、
武
運
長
久
を
祈
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
福
嶋
大
夫
の
檀
那
で
あ
る
大
友
家
臣
志
賀
道
輝
に
対
し

て
、
徳
川
家
康
が
伊
勢
神
宮
の
信
仰
に
よ
っ
て
三
河
ほ
か
四
か
国
の
大
守
に
出

世
し
た
こ
と
を
引
合
に
、
大
神
宮
御
信
心
を
さ
れ
た
ら
武
運
長
久
で
あ
る
と
か
、

小
身
に
て
太
神
宮
を
信
心
し
た
ら
大
名
に
な
っ
た
人
が
多
く
あ
る
と
信
仰
を
す

す
め
て
、
同
時
に
神
領
の
進
納
を
勧
め
て
い
る
（
天
正
十
五
年
九
月
、
代
官
御

巫
清
広
書
状
―
朝
見
八
幡
宮
所
蔵
文
書
）。
室
町
末
期
成
立
の
「
天
照
大
神
の
本

地
」『
室
町
時
代
物
語
集
成
』（
角
川
書
店
刊
）
に
は
、
伊
勢
の
神
は
皇
室
を
守

り
参
宮
す
る
正
直
・
信
心
の
人
を
守
る
神
と
し
て
い
る
。
播
磨
に
お
け
る
小
柴

タ
ヌ
キ

じ
ゅ
そ

大
夫
の
大

狸

退
治
の
伝
承
や
各
地
に
お
い
て
御
師
が
神
灰
を
蒔
い
て
呪
詛
し

た
り
、
呪
術
を
行
っ
た
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
る
（
桜
井
勝
之
進
「
伊
勢
御

師
の
実
像
」
歴
史
手
帖
、
一
九
八
四
年
１２
巻
７
号
名
著
出
版
刊
）。

註
X
、
天
正
十
六
年
、
参
宮
帳
（
大
分
県
資
料
（
２５
）
第
二
部
諸
家
文
書
補
遺
、
な

お
他
に
大
分
市
、
立
川
輝
信
氏
蒐
集
文
書
が
あ
る
。
福
嶋
御
塩
焼
大
夫
文
書
は
、

別
府
市
朝
見
八
幡
宮
に
前
半
四
巻
一
一
二
通
、
伊
勢
市
の
皇
学
館
大
学
に
後
半

二
巻
八
〇
通
が
所
蔵
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
大
分
県
史
料
Q
、
第
二
部
速
見
諸
家

文
書
二
に
入
り
、
ま
た
、
皇
学
館
大
学
史
料
編
纂
所
刊
の
「
神
宮
御
師
資
料
第

七
輯
」
に
、
同
大
学
所
蔵
分
が
影
印
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

註
Y
、
西
川
順
土
「
中
世
末
に
お
け
る
参
宮
者
の
為
替
利
用
」（
皇
学
館
大
学
紀
要
１４

輯
、
昭
和
五
十
一
年
刊
）、
宮
後
三
頭
大
夫
関
係
文
書
は
、
現
在
神
宮
文
庫
架
蔵

『
三
重
県
史
史
料
編
中
世
上
Ⅰ
』
で
翻
刻
さ
れ
た
。
文
庫
に
未
入
分
は
、『
三
重

県
史
史
料
編
中
世
Ⅱ
』
で
翻
刻
（
未
刊
）
ま
た
久
田
松
和
則
『
伊
勢
御
師
と
旦

那
』
弘
文
堂
刊

平
成
十
五
年
、
拙
稿
「
中
世
の
御
師
の
活
動
」（『
伊
勢
国
の

歴
史
』
皇
学
館
大
学
出
版
部
昭
和
六
十
一
年
刊
）
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な

お
御
炊
大
夫
の
為
替
切
手
―
永
禄
四
年
十
二
月
二
日
―
は
、
中
世
の
為
替
研
究

史
上
、
早
く
か
ら
知
ら
れ
た
著
名
な
史
料
で
多
く
の
研
究
書
に
登
場
す
る
。
荻

野
三
七
彦
『
古
文
書
研
究
―
方
法
と
課
題
―
』（
昭
和
五
十
七
年
刊
）、
西
山
克

『
道
者
と
地
下
人
』（
昭
和
六
十
二
年
刊
）
に
も
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

註
Z
、
藤
谷
俊
雄
『
お
か
げ
ま
い
り
と
え
え
じ
ゃ
な
い
か
』
岩
波
新
書
（
昭
和
四
十

三
年
刊
）

註
[
、
明
治
十
二
年
、
旧
師
職
総
人
名
其
他
取
調
帳
な
ど
に
、
廃
止
後
の
御
師
の
離

散
や
生
計
困
窮
の
さ
ま
が
う
か
が
え
る
（
皇
学
館
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
神
宮

御
師
資
料
』、
内
宮
、
外
宮
篇
一
〜
四
）。
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